
 - 14 -

3.4 斜面安定 
 
岩盤の片理面は斜面よりやや急なところが多く、それに沿って不安定化する可能性は小さい。周辺は

古い地すべりの堆積物が広く分布しているがその多くは安定している。調圧水槽の西方の道路付近

1944 年に不安定化したと推定され、付近に湧水が多いことから、斜面安定上最も注意を要する場所

である。しかしトンネルの通水以来約 35 年を経過してその間小規模な崩落等が発生しており、漏水

の影響による可能性が強く、水路の漏水防止のための補修が望ましい。 

 

4. Polpitiya 発電所取水口付近 

4.1 地形および地質 
 

Polpitiya 取水口は背後の斜面の地すべり発生による土砂が到達したことがある。地すべり地とその周

辺の現状把握のための踏査が 2005 年 1 月から 2 月に行われた。 

 

斜面は Laxapana Dam の右岸にあたり、平均約 30 度で傾斜している。標高約 475m 以上は緩傾斜で人

家が散在する。それより下は約 35°の急傾斜を示す。露岩は Laxapana 発電所との間にある沢以外には

ない。 

Polpitiya 取水口付近の斜面の地質図を Figure 4.1 に示す。 

 

岩盤はチャーノカイト質片麻岩から構成され、その片理は Laxapana 発電所背後で NS～N40°W、55

～75°の走向傾斜を示し、斜面の傾斜方向に向かって斜面より急.な角度で傾斜している。 

 

斜面は風化残留土、地すべり堆積物で覆われている。地すべり堆積物は岩塊を含みその厚さは 10m

以上と推定されるが確認されていない。斜面下部には 2 つの相接した地すべりがあり高さ 50m 合計

幅は 180m で、取水口に影響を与えたものである。この 2 つが接する部分は取水口の背後にあたり、

ここが高さ 15m 幅 80m の範囲で不安定化し、その動きを抑制するため鋼管杭が施工されている。ま

た、斜面下部には斜面の上下方向に排水溝が施工されている。 

 

4.2 斜面安定 
 

付近の右岸一帯は厚い地すべり堆積物で覆われており、標高約 475m より下の急斜面はその堆積物が

崩れてできたものである。 

 

斜面の動きと貯水池の水位との関係を示すデータはないが、貯水池の水位変化が小さいことから斜面

の不安定化は降雨によるものと思われる。したがって斜面の安定にためには、降雨の浸透防止が有効

である。縮尺 1：500 の地形図で地形が把握できるので、巡視路を設けて降雨時の斜面の状態を観察

し排水網の補強をすることが望ましい。 
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5. Polpitiya 発電所背後斜面 

5.1 地形および地質 
 

Polpitiya 発電所背後の斜面はその基部に 2 つの地すべりがあり、現状把握のための踏査が 2005 年 1

月から 2 月に行われた。 

 

付近の斜面は西に平均約 25 度で傾斜している。露岩はすくないが、水圧管路バルブ室（標高約 315m

付近、中腹の道路（標高約 255m）の切り取り法面からその下の標高約 200m 付近までの区間および

斜面基部（標高 125m）付近に分布している。 

 

Polpitiya 発電所背後の斜面の地質図を Figure 5.1 に示す。 

 

岩盤はチャーノカイト質片麻岩、カーノカイトおよびコーツァイトから構成され、その片理は N20

～40°W、25～50°の走向傾斜を示し、斜面の傾斜方向よりやや上流に向かって斜面と同じかやや急.

な角度で傾斜している。節理は上流に 80°傾斜するものおよび斜面下方により急角度（45°）するも

のが多い。 

 

斜面を覆って風化残留土、崖錐堆積物、地すべり堆積物が分布する。風化残留土は広く分布するが厚

さは 2m 以下である。崖錐堆積物は急傾斜部の下方に狭い範囲で分布し厚さは 5m 以下である。地す

べり堆積物は斜面基部の 2 箇所に分布している。地すべり土塊は下流側のものが 35×57m、上流側の

ものが 20×45m で深さはいずれも 5m 以下である。 

 

これらのほかに水圧管路トンネルやその作業工の掘削ズリが、中腹の道路より上の狭い範囲に分布し

ている。 

 
5.2 斜面安定 
 

岩盤の片理および節理の方向は斜面を不安定化させやすいものではない。堆積物も薄く規模の大きな

崩壊は起こりにくい。 

 

斜面基部には地すべりが 2 箇所ある。これらの不安定化防止のため、斜面上方にコンクリートの排水

溝が施工されている。そのコンクリートに変状が認められないため、地すべりの周辺が安定している

ことを示している。降雨の際、排水溝の水や水圧管路の沿いの排水が、これらの地すべり地に流入す

るので、この状態を改良する必要がある。 

 

中腹の道路の上方に道路に並行するクラックが 1989 年に報告された。これは法肩より 10～40m 上方

の斜面の風化残留土に発生しておりその長さは 70m、幅は 30cm である。表層の安定のために、クラ

ックを粘土で充填するかドレーンを設置して雨水の流入を防止する必要がある。 
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1. 概要 

 

2001 年 Wimalasurendra 発電所運転中に放水口で観察された濁水から、導水路トンネルの一部におい

て崩落が発生したと考えられた。それを確認する目的で発電所のオーナーである CEB は 2005 年 2

月に抜水点検することを決定し、それらの業務及び付随する業務を地元のコンサルタント CECB に

委託した。導水路トンネル(長さ：約 6km、内径：3.43m、コンクリートライニング厚さ：15cm)の公

式の内部点検は 2005 年 2 月 25 日に CEB と CECB によって行われ、JICA スタディーチームもそれに

参加した。 

 

このレポートはその内部点検をもとに導水路トンネルの現状及び補修に関する見解を述べるもので

ある。 

 

2. 抜水作業 

 

抜水作業は下図に示すように、2005 年 2 月 15 日に始まり 22 日に終了した。 
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3. 点検概要 

 

日時:  2005 年 2 月 25 日(金)  12:00～17:00 

参加者:  中畑、金子、田畑 (J-POWER) 

 小松 JICA 専門家 

点検設備:  Wimalasurendra 水力発電所導水路トンネル 

 長さ: 6 km 

 内径: 3.43 m (height) 

 ライニングコンクリート厚さ: 15 cm 

 

4. トンネルの現状 

 

観察された主な現象は、インバートの膨らみ、空洞、湧水、ジャンカ、コンクリート片の散乱である。

以下にそれらの概要を記す。 

 

(1) インバートの膨らみ 

 

状況:  トンネル延長 1,230 ft 付近のインバートコンクリートにおいて、トンネル延長方向

と平行に長さ約 30 m にわたって、膨らみとクラックが見つかった。 

考えられる原因:  外水圧、土圧等 

発生時期:  膨らみの頂部に発生しているクラックの色から判断すると、この膨らみは抜水時

の過程で生じるバックプレッシャーによって引き起こされたものではないと考え

られる。 

対策の必要性:  現状において、この膨らみは安定した状態と考えられるため緊急に補修する必要

はないと思われるが、時間的に余裕があって CEB が望むならその限りではない。 

 

 
膨らみとクラック 
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(2) 空洞 

 

状況:  トンネル内に４箇所の小さな小崩落による穴が認められた。それらはコンクリー

トが剥離し背面の地山が見える状況だった。そのうちでも、TD3,350ft 付近のトン

ネル天端やや左寄り(上流から見て)にあるものは穴が深く、背面の地山も洗掘され

ている様子だった。この穴からの地山の洗掘が 2001 年に放水口で観察された濁水

の原因と考えられ、その付近のインバートには泥が堆積していた。 

考えられる原因:  土圧、薄いコンクリートの施工、コンクリートの施工不良 

対策の必要性:  JICA スタディーチームはこれらの穴の補修するよう提案した。詳細は後述。 

 

 

 
 

 

 

Cavity at TD 3,350 ft 

 

Mud at TD 3,350 ft 



 

 - 4 -

(3) 湧水 

 

状況:  数箇所において湧水が観察された。そのなかには外圧低減用のリリーフホールか

らのものもあった。 

考えられる原因:  地下水 

対策の必要性:  これらの湧水は背後の地山に洗掘が生じていなければ補修の必要はないと考えら

れ、もし、これを補修し湧水を止めると巻立コンクリート背面の地下水位が上昇

し、外圧が増大する恐れがある。 

 
(4) ジャンカ 

 

状況:  数箇所のジャンカが観察された。 

考えられる原因:  コンクリートの施工不良 

対策の必要性:  補修の時間に余裕があれば補修すべきであることを伝えた。 

 

(5) コンクリート片 

 

状況:  数個のコンクリート片がインバート上に見うけられた。 

考えられる原因:  土圧、薄いコンクリートの施工、コンクリートの施工不良 

対策の必要性:  コンクリート片の除去 

 

(6) サンドトラップにおける堆砂 

 

状況:  サージタンク基部にあるサンドトラップに大量の堆砂が確認された。 

対策の必要性:  堆砂の排除。 

 

 

Seepage 
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5. TD 3,350 ft 天端の空洞に対する対策工の注意事項 

 

 空洞の広がりを確認する。 

 それらの空洞はモルタルなどで充填する。また、モルタルの注入は、巻立コンクリートが薄

いことから低圧で実施する。 

 また、注入圧によるトンネル崩落を防ぐため型枠等の支持材が必要である。 

 

6. その他 

 

次頁以降に Wimalasurendra 発電所導水路平面図・断面図を添付する。 

 

また、抜水作業が安全に行われるよう J-POWER で採用している連絡体制・予備品リスト・手順書等

の資料を CEB に提供した。それらも添付する。 
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Inspection Device List for Dewatering Work for Headrace 

 
 

Spare Part List for Dewatering Work for Headrace 
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Organization Chart and Communication for Dewatering Work for Headrace 
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Organization for Dewatering Work for Headrace 

 

 

Time Table for Dewatering Work for Headrace (Example) 
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Record Format 
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Organization Chart and Communication for Refilling Work for Headrace 

 

 

 

 



 

 - 14 -

Organization for Refilling Work for Headrace 

 

 

Time Table for Refilling Work for Headrace (Example) 
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Check List of Inspection Works 

　　　　　Works 　　　Tools and Instruments
Before entering the tunnel

Examining of existing data
As-build drawings, existing record of tunnel

Confirmation of water level in the tunnel
Followings are the causes of delay in water
level lowering

Leakage at intake gates
 Inflow of groundwater
 Inflow of surface water through adits

Groundwater level around the tunnel
Measurement of water level in drillholes
around tunnel route.

Ventilation Measurement of oxygen concentration oxygen concentration meter
Inspection Plan

Formation of inspection
Formation of communication between outside
and inside of the tunnel
Power house-Intake gate-Entrance-Inspection
team-Outlet

wireless, mobilephone, person of
communication

Schedule and route of inspection
Equipment Safety tools and wears, light Head light, long boots,

(22℃：Temperature of water in the tunnel ） Helmet, Rope, (life jacket), (safety belt)
Tools and instrument for inspection hammer

survey rod, recording tools, (tape recorder)
Survey Survey to mark the distance on tunnel surface

at every 50m
(In case distance plats are not found)

Inspection
Entering into the tunnel

door, ladder, manhole
Confirming of location 

Looking for plate showing tunnel distance
  When tunnel surfaces are coated with weed,
brush is necessary for cleaning.

Brush with long rod is useful as a survey rod.

Measure of 50m
Damage of concrete

Erosion, cracks、cavity, collapse, deterioration
of concrete

Damage of rock mass
Erosion, cracks、cavity, collapse,

Water inflowVolume of inflow
Sand trap state of filling

　　　　　　　　　　filled material small shovel
Entrance of leakage

　Approximate location would be assumed by
the relation of lowering water level and
volume of springs on nearby slope.
 By observation of water movement and
pouring of water.

small bucket

Dye test
　　　　　　　　   To be conducted after the observation net on

the slope is prepared
(Salt+electrical conductivity meter, dye such
as fluoressen soda)

Recording Photographs (remember the location)]
Sketch (log) Waterproof paper

Marking Showing the place or area of repairing and/or
danger

Stick nails on tunnel surface and attach tags.

(Spray would be no use on wet surface.)
Getting out of tunnel

Manhole, ladder, door

Attention needed during works in tunnel
large profile of tunnel floor
slippy
smell
small animals (worms, insects, etc.)
entrance of penstock
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1. 総則 

 

1.1 目的 
 

本保守点検マニュアルは巡視、点検、測定調査および精密調査についてその細目を定め、Laxapana 

Complex の水力発電所土木工作物の機能維持と事故の未然防止をはかり、業務の効率的運営に資する

ことを目的とする。 

 

1.2 適用範囲 
 

保守点検マニュアルは、土木構造物・水力機械設備及びその周辺設備に適用する。 

 

1.3 土木工作物保守運用要項への反映 
 

責任技術者は、このマニュアルに基づき、担当者が巡視、点検、測定調査および精密調査を行えるよ

う、各発電所毎に具体的に定めるものとする。 

 

2. 巡視、点検 

 

2.1 項目と頻度 
 

巡視、点検の項目と頻度は、原則として Table 1 のとおりとする。 

 

2.2 巡視の要領 
 

巡視は、工作物の異常を発見するため、目視など巡視者の主として五感により行い、必要に応じ軽微

な手入れを行うものとする。その内容は、原則として Table 2 のとおりとする。 

 

2.3 定期点検の要領 
 

2.3.1 外観点検 
 

外観点検は、工作物の異常の有無、機能の確認等、その状況を把握するために、目視、計測等により

行い、必要に応じ点検・手入れを行うものとする。その内容は、原則として Table 3 のとおりとする。 

 



- 2 - 

2.3.2 内部点検 
 

内部点検は、抜水状態等で、水路内部の異常の有無、機能の確認等、その状況を把握するため、目視、

計測等により行い、必要に応じ点検・手入れを行うものとする。その内容は、原則として Table 3 の

とおりとする。 

なお、内部点検に先立って行われる抜水・充水作業は、事前に以下の事項を確認のうえ具体的な作業

手順書を作成する必要がある。 

 

♦ 抜水時に操作される機器の操作マニュアル（例：ゲート操作マニュアル） 

♦ 抜水時の監視項目（例：サージタンク水位） 

♦ 監視体制及び連絡体制（例：監視箇所・人数、通信設備） 

♦ 測定機器及び使用機器（例：巻尺、酸素濃度計、照明機器、排水機器） 

♦ 交換部品（例：パッキン） 

 

2.4 臨時点検の要領 
 

2.4.1 臨時点検 
 

臨時点検は、地震・洪水・大雨の前後、その他必要に応じて行い、必要に応じ手入れを行うものとす

る。その内容は、原則として Table 4 のとおりとする。 

 

2.4.2 臨時細密点検 
 

臨時細密点検は、巡視、外観点検、内部点検および臨時点検の結果、更に詳細な点検が必要と認めら

れた場合に、適切な方法で行うものとする。 

 

2.5 巡視、点検の記録 
 

巡視、点検の記録は、下記に示す別添の様式例をもとに、各発電所毎に作成した書式によるものとす

る。 

なお、必要に応じ、詳細資料を添付するものとする。 

 

2.5.1 巡 視 
 

様式例を Appendix A- 2 示す。 
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2.5.2 点 検 
 

(1) 外観点検 

 

様式例を Appendix A- 3 に示す。 

 

(2) 内部点検 

 

様式例を Appendix A- 3 に示す。 

(3) 臨時点検 

 

様式例を Appendix A- 4.1 及び 4.2 に示す。 

 

(4) 臨時細密点検 

 

臨時細密点検は、必要な個所について行うため、様式として特に定めない。 

 

3. 測定調査 

 

3.1 貯水池・調整池 
 

3.1.1 堆砂状況調査 
 

堆砂状況調査は、必要があれば、毎年１回出水期のあとに行うものとする。 

 

3.1.2 その他測定調査 
 

水質、崩壊などの測定調査は、必要に応じて行うものとする。 

 

3.2 ダ ム 
 

3.2.1 ダムの測定 
 

測定項目と頻度は、原則として Table 5 のとおりとする。ただし、もし法律等により定められている

ものは、その定めに従って実施するものとする。 
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3.2.2 埋設計器の測定 
 

ダム内部埋設計器の測定は、その目的に従って期間、頻度等を定めて行うものとする。 

なお、所定の目的を達成したもの、または、計器が劣化して有効な測定が不可能となったものの取扱

いについては、関係個所と協議するものとする。 

 

3.2.3 その他測定調査 
 

洗掘、周辺地山等の測定調査は、必要に応じて行うものとする。 

 

3.3 水 路 
 

3.3.1 水圧鉄管肉厚測定 
 

水圧鉄管肉厚測定は、露出管で 20 年以上経過したものについて、１回／６年の頻度で行うものとす

る。 

 

ただし、測定結果等より、設備保安上問題がないと判断されるものについては、測定頻度を１回／10

年を限度に減少させることができる。 

 

3.3.2 その他測定調査 
 

埋設計器、周辺地山等の測定調査は、必要に応じて行うものとする。 

 

3.4 その他工作物 
 

その他工作物の測定調査は、必要に応じて行うものとする。 

 

3.5 測定調査結果のとりまとめ 
 

測定調査結果は、数表化、グラフ化等、わかりやすい方法で整理し、常に異常の有無に注意し、工作

物の維持管理に反映するものとする。 

 

4. 精密調査 

 

精密調査は、測定調査等の結果、更に詳細な調査を必要とする場合に、設計資料、工事記録、測定・

点検記録、その他必要な資料を精査し、適切な方法を定め、これにより行うものとする。 
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Table 1 巡視・点検の項目と頻度 

 点検 

巡視 定期点検 臨時点検 

 

 外観点検 内部点検 臨時点検 臨時細密点検 

   巡視とは、工   外観点検と  内部点検と   臨時点検と   臨時細密点検 
 作物の異常の有 は、工作物の異 は、抜水状態等 は、地震・洪水 とは、巡視、外 
 無および周辺の 常の有無、機能 で水路内部の異 ・大雨の前後、 観点検、内部点 
 状況を把握する の確認等、その 常の有無、機能 その他必要に応 検および臨時点 

定義 ために行う見回 状況を把握する の確認等、その じて行う点検、 検の結果、更に 
 り、軽微な手入 ために定期的に 状況を把握する 手入れをいう。 詳細な点検が必 
 れをいう。 行う点検、手入 ために定期的に  要と認められた 
  れをいう。 行う点検、手入  場合に行う点 
   れをいう。  検、手入れをい 
     う。 

1. 貯水池   １回／月    １回／年 －   

   調整池      

      

2. ダ  ム    １回／月    １回／年 －   

      その都度   その都度 

3. 水  路    １回／月    １回／年  １回／３年   

      

4. その他    １回／月    １回／年 －   

   工作物      

 注 1) 巡  視 

    自然災害等による通行止め等により現場へ行くことができない場合、 

    公衆等第三者に重大な影響を与えないと判断されるものについては、巡視を延長させることができる。

 

 注 2) 外観点検（ダム） 

        湛水開始から満水以降所要期間（２ヶ月以上）が経過するまでは……１回／週 

        上記以降ダムの挙動が安定したと確認されるまでは………………１回／２ヶ月 
 

  注 3) 内部点検 

        地質、地形、巡視及び点検実績等により、公衆等第三者に重大な影響を与えないと判断される 

        ものについては、発電所毎及び設備毎の特性を考慮して点検頻度を減少させることができる。 

    この場合、点検頻度減少の限度は規程しない。 
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Table 2 巡視の内容 

工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

１．貯水池  湛水池内 池内の状況  
   調整池  背水末端の状況  
 周辺地山 法面崩壊、地すべり、洗掘等の有無  
     および状況  
    
２．ダ ム    
  (1) ダ ム 本 体   
 （コンクリート） 表面の損傷の有無および状況  
  漏水の状況  
    
 （フィルタイプ） リップラップの表面の状況  
  表面しゃ水壁の状況  
  漏水の状況  
    
 周辺地山 漏水  
  フラック  
  崩壊  
  地すべり  
    
  (2) 放流設備 洪水吐ゲート 

土砂吐ゲート 
放流管 
その他放流設備 
 放流路 
  河川維持流量 
 灌漑・観光 
  魚 道 
 その他 

電源、装置ロック等の状況確認 
機器類の整備状況 
漏水の有無および状況 
その他異常の有無および状況 

詳細は保守点検マ

ニュアル水力機械版

参照 

    
  (3) 機器装置 予備動力装置 作動状況、冷却設備の状態、および燃

料備蓄の確認 
 

    
 ゲート制御装置 電源、状態表示、数値表示等、装置の

状況確認 
 

    
 集中制御装置 電源、状態表示、数値表示等、装置の

状況確認 
 

  付属機器の作動状況確認  
    
 放流警報装置 電源、状態表示等、装置の状況確認  
    
 堤内排水設備 作動状況等、異常の有無および状況 詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

 (4) 周 辺 エプロン   
      構 造 物 導流壁   
 橋梁 損傷等、異常の有無および状況  
 よう壁   
 ダム上下流護岸   
 その他   
    
  (5) そ の 他 水位計   
      設 備 量水標   
 浮さん橋   
 網場   
 艇庫 損傷、喪失等、異常の有無および  
 巡視艇   状況  
 保安柵   
 測定装置   
 照明設備   
 その他   
    
３．水      路    
  (1) 取 水 口 本体 損傷等、異常の有無および状況  
    
 スクリーン 損傷等、異常の有無および状況 

塵芥、堆砂（流れ込み式）等の有無お

よび状況 

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

    
 ゲート 電源、装置ロック等の状況確認 

機器類の整備状況 
その他異常の有無および状況 

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

    
 選択・表面取水設備 損傷等、異常の有無および状況 

塵芥等の有無および状況 
電源、装置ロック等の状況確認 

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

  機器類の整備状況 
その他異常の有無および状況 

 

    
 網場および除塵機 塵芥等、異常の有無および状況 詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

  (2) 沈 砂 池 沈砂池内 池内の状況  
  その他異常の有無  
    
 排砂設備 損傷等、異常の有無および状況  
    
  (3) 導水路 水路橋 損傷、変形、漏水等、異常の有無およ

び状況 
詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 
    
 排砂設備 損傷等、異常の有無および状況  
    
 その他設備 損傷、漏湧水等、異常の有無および状

況 
 

    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湯水等、異常の有無

および状況 
 

    
  (4) 調圧水槽 本 体 損傷等、異常の有無および状況  
    
 合流槽 損傷等、異常の有無および状況  
    
 排砂設備 損傷等、異常の有無および状況  
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湯水等、異常の有無

および状況 
 

    
  (5) 水圧管路 鉄管路 損傷、変形、沈下等、異常の有無およ

び状況 
 

    
 水圧鉄管 管胴および支承部の損傷、変形、漏水

等、異常の有無および状況 
詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 
    
 余水管 管胴および支承部の損傷、変形等、異

常の有無および状況 
詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等、異常の有無

および状況 
 

    
 (6) 発電所 発電所基礎 変形、ひびわれ、湧水等、異常の有無

および状況 
 

    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等、異常の有無

および状況 
 

    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等、異常の有無

および状況 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

  (7) 放水路 ゲート 電源、装置ロック等の状況確認 
機器の整備状況 
その他異常の有無および状況 

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等、異常の有無

および状況 
 

    
 (8) 放水口 本 体 損傷等、異常の有無および状況  
    
 ゲート 電源、装置ロック等の状況確認 

機器の整備状況 
その他異常の有無および状況 

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等、異常の有無

および状況 
 

    
 (9) 取水設備 取水ダム 

取水口 
スクリーン 
ゲート 
沈砂池 
支水路 
その他設備 

 
 
 
ダム、取水口および導水路等に準ずる。

詳細は保守点検マニュ

アル水力機械版参照 

    
４．その他工作物 放流警報局舎 損傷等、異常の有無および状況 サイレン等吹鳴装置

を含む 
    
 放流警報看板 損傷、変形、喪失等、異常の有無およ

び状況 
 

    
 気象観測所 損傷、喪失等、異常の有無および状況  
    
 測水所 損傷、喪失等、異常の有無および状況  
    
 土捨場 崩壊、地すべり、湧水等、異常の有無

および状況 
緑化の状況 

 

    
 進入道路 陥没、軽石等、異常の有無および状況  
      
  よう壁、橋梁等構造物の異常の有無お

よび状況 
 

    
 その他 損傷、漏湧水等、異常の有無および状

況 
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Table 3 定期点検の内容 

工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

１．貯水池 湛水池内 流木の浮遊状況  
    調整池  水質（濁水、赤潮等）の異常の有無および

状況 
 

  背水末端の状況  
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、洗掘等の確認 

護岸、よう壁等の沈下、ひびわれ、はらみ

等の確認 
堆砂測量用横断標識の確認 

 

    
２．ダ ム    
  (1) ダ ム コンクリートダム 表面の損傷、凍害、摩耗、ひびわれ等の確

認 
 

  漏水の位置、量、濁りの確認  
    
 フィルダム 表面ロックの転落、陥没、風化等の確認 

表面しゃ水壁の亀裂、ふくらみ、風化、劣

化等の確認 
漏水の位置、量、濁りの確認 

 

    
 周辺地山 漏水、亀裂、崩壊、地すべり等の確認  
      
 (2) 放流設備    
 洪水吐ゲート 

土砂吐ゲート 
放流管 
その他放流設備 
   放流路 
  河川維持流量 
   灌漑・観光 
   魚道 
   その他 

戸当り、固定部の損傷、変形、摩耗、漏水

等の確認 
扉体および巻上機の損傷、変形、摩耗、給

油、塗膜の劣化等の確認 
操作盤の端子締付、配線、電磁開閉器リ

レーの動作、絶縁抵抗等の異常の有無およ

び状況 
各機器の指示計、スイッチ類、表示ランプ

の状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 

    
  (3) 機器装置 予備動力装置 機関部の締付ボルトのゆるみ、漏油、摩耗、

変形、過熱、異音、異臭、油圧低下、不完

全燃焼等の確認 
起動装置の電圧低下、充電器の不良、冷却

水槽の損傷等、異常の有無および状況 
キュービクル内の表示ランプ、接点等の異

常の有無および状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 

    
 ゲート制御装置 各装置単体試験、対向試験、駆動試験等、

作動状況の確認 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

 集中制御装置 各装置単体試験、対向試験、駆動試験等、

作動状況の確認 
付属機器の作動状況の確認 

 

    
 放流警報装置 対向試験、吹鳴試験等、作動状況の確認  
    
 堤内排水設備 作動状況、異音、振動等の確認 詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
  (4) 周 辺 エプロン   
      構 造 物 導流壁 凍害、摩耗、洗掘、ひび割れ、変位等の確

認 
 

 橋梁    
 その他   
    
  (5) そ の 他 水位計   
      設 備 量水標   
 網 場 損傷、喪失、発錆等の確認  
 測定装置   
 その他   
    
    
３．水   路    
  (1) 取水口 本 体 損傷、変形、ひびわれ、凍害、摩耗、洗掘

等の確認 
 

    
 スクリーン 損傷、変形、取付ボルトのゆるみ、塗膜の

劣化等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 ゲート 戸当りの損傷、変形等の確認 

扉体および巻上機の損傷、変形、摩耗、給

油、塗膜の劣化等の確認 
操作盤の端子締付、配線、電磁開閉器リ

レーの動作、絶縁抵抗等の異常の有無およ

び状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 

  各機器の指示計、スイッチ類、表示ランプ

の状況 
戸当りの損傷、変形等の確認 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

 選択・表面取水設備 戸当りの損傷、変形等の確認 
扉体および巻上機の損傷、変形、摩耗、給

油、塗膜の劣化等の確認 
操作盤の端子締付、配線、電磁開閉器リ

レーの動作、絶縁抵抗等の異常の有無およ

び状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 

  各機器の指示計、スイッチ類、表示ランプ

の状況 
戸当りの損傷、変形等の確認 

 

    
 網 場 アンカー金物、ワイヤー損傷、浮さん橋の

腐食、損傷等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 除塵機 レーキの損傷、走行装置・コンベアの異常、

腐食、塗膜劣化等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
  (2) 沈 砂 池 沈砂池内 池内の状況  
  その他異常の有無  
    
 排砂設備 損傷等の確認  
    
  (3) 導 水 路 水路内部 漏湧水、ひびわれ、洗掘、はだ落、変形、

堆砂、塗膜劣化等の確認 
 

    
 水路橋 損傷、変形、漏水等の確認 詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 排砂設備 損傷等の確認  
    
 その他設備 凍害、ひびわれ、漏水等の確認  
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等の確認  
    
  (4) 調圧水槽 本 体 損傷、変形、ひびわれ、凍害、摩耗、洗掘

等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 合流槽 損傷、変形、ひびわれ、凍害、摩耗、洗掘

等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 排砂設備 損傷等の確認  
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等の確認  
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

 (5) 水圧管路 鉄管路 損傷、変形、沈下等の確認  
    
 水圧鉄管 

  （外 面） 
管胴および支承部の損傷、変形、振動、漏

水、塗膜劣化等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 水圧鉄管 

   （内 面） 
損傷、変形、塗膜劣化等、異常の有無およ

び状況 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 余水管 

   （外 面） 
管胴および支承部の損傷、変形、振動、漏

水、塗膜劣化等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 余水管 

   （内 面） 
損傷、変形、塗膜劣化等、異常の有無およ

び状況 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等の確認  
    
 (6) 発 電 所 発電所基礎 変形、ひびわれ、湧水等の確認  
    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等の確認  
    
 周辺地山 崩壊、地すべり、湧水等の確認  
    
  (7) 放 水 路 ゲート 戸当りの損傷、変形等の確認 

扉体および巻上機の損傷、変形、摩耗、給

油、塗膜劣化等の確認 
操作盤の端子締付、配線、電磁開閉器リ

レーの動作、絶縁抵抗等の異常の有無およ

び状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
 

  各機器の指示計、スイッチ類、表示ランプ

の状況 
 

    
 (8) 放水口 水路内部 漏湧水、ひびわれ、洗掘、はだ落、変形、

堆砂、塗膜劣化等の確認 
詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 
    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等の確認  
    
 本体 損傷、変形、ひびわれ、凍害、摩耗、洗掘

等の確認 
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工 作 物 対 象 工 作 物        内          容 備  考 

 ゲート 戸当りの損傷、変形等の確認 
扉体および巻上機の損傷、変形、摩耗、給

油、塗膜劣化の確認 
操作盤の端子締付、配線、電磁開閉器リ

レーの動作、絶縁抵抗等の異常の有無およ

び状況 
各機器の指示計、スイッチ類、表示ランプ

の状況 

詳細は保守点検

マニュアル水力

機械版参照 

    
 周辺構造物 変形、ひびわれ、湧水等の確認  
    
  (9) 取水設備 取水ダム   
 取水口   
 スクリーン   
 ゲート ダム、取水口および導水路等に準ずる。  
 沈砂池    
 支水路   
 その他設備   
    
４．その他工作物 放流警報局舎 損傷等の確認 サイレン等吹鳴

装置を含む 
    
 放流警報看板 損傷、変形、喪失等の確認  
    
 気象観測所 損傷、喪失等の確認  
    
 測水所 損傷、喪失等の確認  
    
 その他 変形、ひびわれ、湧水等の確認  
    

 



- 15 - 

Table 4 臨時点検の要領 

点 検 理 由 点 検 名 実施基準 内              容 

地 震    

 事 前 〇地震予知情報が発令 ダム、洪水吐、取水口等主要工作物の 

  された場合 点検、予備動力（電源）装置の機器・燃 

   料点検および作動試験 

   各種工事および作業中設備の応急安全 

   処置 

   交通・通信手段の確認、その他必要 

   事項 

    

 事 後 〇設計震度の１／３以上 各工作物、周辺地山の点検、測定およ 

  あるいは気象庁震度階４ び被害調査（漏水の有無と変化、変形、 

  以上の地震が発生した場 亀裂、崩壊、地すべり等） 

  合  

    

洪水、大雨    

 事 前 〇出水が予想される場合 洪水吐ゲート等、各操作機器の作動点 

   検、予備動力（電源）装置の機器・燃料 

   点検および作動試験 

   ダム、貯水池周辺の状況および確認 

   交通・通信手段の確認、その他必要 

   事項 

    

 事 後 〇洪水が発生した場合ま 各工作物、周辺地山の点検および被害 

  たは、当該地域の実績か 調査（亀裂、崩壊、地すべり等） 

  ら定める連続３時間雨量 その他必要事項 

  を超えた場合  

  〇その他必要な場合  

    

その他  〇その他の事象により臨 上記の事後点検に準ずる。 

  時点検を必要とする場合  
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Table 5 測定項目と頻度 

測  定  項   目 漏 水 量 揚 圧 力 変             形 浸 潤 線

適  用  ﾀ゙  ﾑ  区  分 
 

重力ダム  高さ 100ｍ
以上の重力

ダム 

    

 中空重力ダ

ム 
        

            
 高さ 30ｍ以

上のｱｰﾁﾀﾞﾑ

  全 ダ ム 中空重力ダ

ム 
左記以外の

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ

高さ 70ｍ以上

のフィルダム

高さ 70ｍ未満

のフィルダム 
均一型ﾌｨﾙ

ﾀﾞﾑ 
            
    高さ 30ｍ以

上のｱｰﾁﾀﾞﾑ

    

         
定    義 漏水量測定

とは、漏水
量、漏水温
およびその
濁りの有無
を把握する
こ と を い
う。 

揚圧力測定
とは、ダム
底面の揚圧
力の測定を
いう。 

変形測定とは、コンクリートダムでは、たわみ量、
フィルダムでは、鉛直および水平移動量の測定を
いう。 

浸潤線測
定とは、代
表断面に
おける浸
潤線の測
定をいう。

安定期 ２回／月 １回／３ヶ月 １回／月 １回／３ヶ月 １回／３ヶ月 １回／６ヶ月 １回／３ヶ月

・最初の満水        
 の日から起        
 算して１年 １回／日 － － － － － － 
 を経過しな        
 いもの        
        
・最初の満水        
 の日から起        
 算して１年 １回／週 － － － － － － 
 を経過し、        
 ３年未満の        
 もの        
        
・湛水開始か        
 ら満水以降        
 所要期間  １回／週 １回／日 １回／週 １回／週 １回／週 １回／週

 （２ヶ月以        
 上）が経過        
 するまで        
        
・上記以降ダ        
 ムの挙動が        
 安定したと   １回／週 １回／月 １回／月 １回／月 １回／月

 確認される        
 まで        
 ※揚圧力、変形、浸潤線の測定については、測定結果より設備保安上問題がないと

判断されるものについては、頻度を減少または測定を省略することができる。 
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附     録 

 

Appendix A- 1  巡視・点検総括表（様式例） 

 

Appendix A- 2  ○○発電所巡視記録（様式例） 

 

Appendix A- 3  ○○発電所点検記録（様式例） 

 

Appendix A- 4.1 ○○発電所事前臨時点検記録（様式例） 

 

Appendix A- 4.2 ○○発電所事後臨時点検記録（様式例） 
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Appendix A- 1 

 

巡視・点検総括表（様式例） 

 

要注意・異常箇所 記事・内容 対策・処理方法 実施予定・概算費用
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Appendix A- 2 

 ○○発電所巡視記録（様式例） 

   年  月  日（ ） 

 

 （良………○  要注意………△  異常………×） 
  工  作  物    点  検  内  容 結 果   記     事 

貯 湛水池内 ・池内の状況   

水  ・背水末端の状況   
池     
・     
調 周辺地山 ・法面崩壊、地すべり、洗掘等の   
整   有無および状況   
池     

  本 体    

 ダ （コンクリート） ・表面の損傷の有無および状況   
   ・漏水の状況   
      
  （フィルタイプ） ・表面ロックの状況   
ダ   ・表面しゃ水壁の状況   
   ・漏水の状況   

 ム 周辺地山 ・漏水、亀裂、崩壊、地すべり等   

    の有無および状況   

 放 洪水吐ゲート ・電源、装置ロック等の状況確認   

  土砂吐ゲート ・機器類の整備状況   
 流 放流管 ・漏水の有無および状況   
  放流路 ・その他異常の有無および状況   
 設 河川維持流量    
  灌漑・観光    

 備 魚 道    
  その他    
      

 機 予備動力装置 ・作動状況、冷却設備の状態およ   

ム    び燃料備蓄の確認   
 器     
  ゲート制御装置 ・電源、状態表示、数値表示等、   
 装   装置の状況確認   
      
 置     

以下続く 
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Appendix A- 3 

 ○○発電所外観点検記録（様式例） 

   年  月  日（ ） 

 

 （良………○  要注意………△  異常………×） 
工  作  物 点  検  内  容 結 果 記     事 

 湛水池内 ・流木の浮遊状況   
貯  ・水質（濁水・赤潮等）の異常の   
水   有無および状況   
池  ・背水末端の状況   
・     
調 周辺地山 ・崩壊、地すべり、洗掘等の確認   
整  ・護岸・よう壁の沈下、ひびわ   
池   れ、はらみ等の確認   
  ・堆砂測量用横断標識の確認   

 ダ コンクリートダム ・表面の損傷、凍害、磨耗、ひび   
    われ等の確認   
   ・漏水の位置、量、濁りの確認   
      
ダ  フィルダム ・表面ロックの転落、陥没、風化   
    等の確認   
   ・表面しゃ水壁の亀裂、ふくら   
    み、風化、劣化等の確認   
   ・漏水の位置、量、濁りの確認   
 ム 周辺地山 ・漏水、亀裂、崩壊、地すべり等   
    の確認   
  洪水吐ゲート ・戸当り、固定部の損傷、変形、   
    摩耗、漏水等の確認   
  土砂吐ゲート ・扉体および巻上機の損傷、変   
 放   形、摩耗、給油、塗膜の劣化等   
  放流管  の確認   
   ・操作盤の端子締付、配線、電磁   
 流 放流路  開閉器リレーの動作、絶縁抵抗   
    等の異常の有無および状況   
  河川維持流量 ・各機器の指示計、スイッチ類、   
 設   表示ランプの状況   
ム  灌漑・観光    
      
 備 魚 道    
      
  その他    
      

以下続く 
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Appendix A- 4.1 

 ○○発電所事前臨時点検記録（様式例） 

 点検理由：地震・出水・その他（   ） 

      年  月  日（ ） 

 

 （良………○  要注意………△  異常………×） 
工  作  物 点  検  内  容 結 果 記     事 

 湛水池内 ・流木の浮遊状況   

貯  調  ・水質（濁水・赤潮等）の状況   
水・整     
池  池 周辺地山 ・法面崩壊、地すべり、洗掘等の   

   有無および状況   

ダ ダ コンクリートダム ・表面の損傷等の有無および状況   
   ・漏水の有無   
      
  フィルダム ・表面ロックの異常の有無および   

    状況   
   ・漏水の有無   

 ム 周辺地山 ・漏水、亀裂、崩壊、地すべり等   

    の有無および状況   

 放 洪水吐ゲート ・電源、装置ロック等の状況   

 流  ・機器類の整備状況   
 設 放流管 ・各機器の指示計、スイッチ類、   
 備   表示ランプの状況   

ム 機 予備動力装置 ・作動状況、冷却設備の状態およ   

    び燃料備蓄の確認   
 器 ゲート制御装置 ・電源、状態表示、数値表示等、   
    装置の状況確認   
 装 集中制御装置    
      
 置 放流警報装置    

［工事中または作業中の設備の状況およびその措置］ 
 
 

［その他特記事項］ 
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Appendix A- 4.2 

 ○○発電所事後臨時点検記録（様式例） 

 点検理由：地震・出水・その他（   ） 

      年  月  日（ ） 

 

 （良………○  要注意………△  異常………×） 
工  作  物 点  検  内  容 結 果 記     事 

 湛水池内 ・流木の浮遊状況の確認   

貯  調  ・水質（濁水・赤潮等）の確認   
水・整     
池  池 周辺地山 ・法面崩壊、地すべり、洗掘等の   

   有無および確認   

ダ ダ コンクリートダム ・天端、表面、監査廊の損傷、ひ   
    びわれ等の確認   
   ・漏水の有無および漏水量の変化   
      
  フィルダム ・天端、表面しゃ水壁、リップラ   
    ップの変化等の確認   
   ・漏水の有無および漏水量の変化   

 ム 周辺地山 ・漏水、亀裂、崩壊、地すべり等   

    の有無および確認   
   ・取付部の漏水、亀裂等の確認   

 放 洪水吐ゲート ・損傷、変形、漏水等の確認   

 流     
 設 放流管    
 備     

ム  予備動力装置 ・作動状況、冷却設備の状態およ   

 機   び燃料備蓄の確認   
   ・損傷等の確認   
 器     
  ゲート制御装置 ・電源、状態表示、数値表示等、   
 装   装置の状況確認   
  集中制御装置    
 置     
  放流警報装置    

 周 エプロン ・損傷等、異常の有無および確認   

 辺     
 構 道流壁    
 造     
 物 ダム上下流護岸    
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